
シモツケコウホネ

カモシカ頭骨

源平合戦図屏風（部分）＜那須与一＞

後藤遺跡 ミミズク土偶

重要文化財
下野国男体山頂出土品
銅錫杖頭（日光二荒山神社蔵）

鮎図 小泉斐筆(部分)

中禅寺湖と男体山

■開館時間　9：30～17：00(入館は16：30まで)
■休館日　　月曜日（11/23を除く）、11/4（水）、11/24（火）
■観覧料　　一般260(200)円、高・大生120(100)円
　　　　　　中学生以下無料
※（ ）内は20名以上の団体料金、またはＭ割料金
※Ｍ割について
　栃木県博物館協会Ｍ割参加館の通常料金の入館券を
　持って入館日から6ヶ月以内に入館すると割引を受けられます。



第１章　デジタル化と資料 第２章　栃木の魅力あれこれ

　デジタル化された資料からわかること、できることって何
だろう？「見る」「遊ぶ」「使う」といった視点から紹介します。

　栃木県ならではの自然や文化って何だろう？「日光の動植物」
「温泉」「里山」「石」など、7つのカテゴリーごとにデジタル画像
や映像を交えながら、魅力ある文化資源を紹介します。

関連イベント
●学芸員とっておき講座＜予約不要＞
　10/18（日）　「ここを見て！３Ｄで見る土偶と昆虫」
　13:30 ～ 15:00　会場：当館企画展示室（要観覧料）　
　11/15（日）　「デジタル化よもやま話」
　13:30 ～ 15:00　会場：当館講堂（定員 150 名・無料）

●展示解説＜予約不要・要観覧料＞
　11/ 1（日）　14:00 ～ 15:00　会場：当館企画展示室

●上映会「４Ｋで見るとちぎの自然と文化財」＜予約不要・無料＞
　11/ 3（火）、11/28（土）、11/29（日）　
　※各回 10:00 ～ 16:00　会場：当館講堂（定員 150 名）

●見学・体験＜予約不要・無料＞
　11/ 7（土）　「特別公開！博物館の収蔵資料デジタル化の現場
　　　　　　　  ～3D 撮影・電子顕微鏡～」
　講師：TOPPAN( 株 ) 他　※10:00 ～ 15:00　会場：当館講堂　

●体験講座＜要予約・体験費 2,000 円＞
　11/22（日）　「栃木の手仕事体験　お香づくり」
　講師：樋口喜巳氏（栃木県伝統工芸士）
　　①10:00 ～ 11:00　②13:30 ～ 14:30
　集合：当館おもかげテラスまたは研修室
　（各回定員 10 名・先着順・受付開始 9/23( 水 )9:00 ～）
　※定員に達するか、
　　11/19（木）9:00 になり次第、受付終了。
　　右のＱＲコードよりお申し込みください。

●写真展＜予約不要・無料＞
　10/17( 土 ) ～ 11/29( 日 )
　「県内市町の珠玉の一品～とちぎデジタルミュージアム
　  “SHUGYOKU”( 珠玉 ) から～」　会場：当館エントランスホール

アクセス
◎JR宇都宮駅（西口）から（関東バス）
　・⑬番乗り場37「桜通り経由鶴田駅行」または37「桜通り経由西川田
　　駅行」で「中央公園博物館前」下車（徒歩8分）（　）
　・⑩番乗り場43「長坂経由鹿沼営業所行」または40「西の宮団地行」
　　で「文星芸術大学附属中高」下車（徒歩10分）（　）
◎東武宇都宮駅から
　・関東バス「東武駅前」バス停で上記バスに乗車

山水写真帖　田谷芝斎筆（個人蔵）

オオイチモンジ
３Ｄデータで作り方を確認する。
そして再現できる！？
　　　　　（藁人形）

大谷石高精細画像で見たい部分を拡
大して見る
　　（俵藤太物語絵巻）

画像を自由に回転・拡大したり、クイズ
やパズルで遊ぶ

（カタビロシンジュクチカクシゾウムシ　
の３Ｄデータ画像）

　『博物館の資料や地域の自然・文化をデジタル化して記録・保存する』、近年、全国的に拡がってい
る動きです。栃木県立博物館は、人文系の考古、歴史、民俗、美術工芸と、自然系の地学、植物、
動物の計 7 分野をもつ総合博物館です。1982 年の開館以来、たくさんの資料を集めてきました。
2022 年からは、県内市町をはじめ様々な団体と連携しながら、本県が策定した「栃木県立博物館文
化観光拠点計画」の中で多様な資料のデジタル化を進めてきました。
　この企画展では、事業の成果である「とちぎデジタルミュージアム SHUGYOKU（珠玉）」に掲載さ
れた文化資源について、画像と実物を見比べながら楽しんでいただくとともに、「文化資源の高精細デ

ジタル画像」、「無形文化財や文化・自然を紹介する記録映像」などを通じて、多彩な「とちぎの宝」をご覧いただきます。文化資源のデジタル
化やその活用によって、栃木県が誇る文化資源をさらに身近に楽しむことができるようになりました。この展示が、デジタル資料の活用の可能性に
ついて考えたり、「とちぎの宝」の魅力について再発見したりするきっかけとなれば幸いです。


